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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い
て
、
シ

リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
岐
阜
県
の
取
り
組
み
と
中
間
駅
の

建
設
費
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
東
濃
地
域
へ
の
中
間
駅
設
置
と
総

合
車
両
所
の
誘
致
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

３
月　

日
㈫
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
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設
促
進
岐
阜
県
期
成
同
盟
会
（
※
１
）
の
枠
組

み
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
山
田
佳
臣
社
長
へ
の

要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
早
期
実
現

と
本
県
に
お
け
る
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
向
け

て
、
駅
位
置
選
定
理
由
の
明
確
化
や
県
内
駅
建

設
費
用
の
負
担
軽
減
な
ど
、
左
記
６
項
目
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

自
己
資
金
で
行
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、

中
間
駅
の
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
地
元
自
治
体
（
県
等
）
に
負
担
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

中
間
駅
は
、
東
京
都
們
名
古
屋
市
間
で
は
、

神
奈
川
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
の
４
県
に
一
駅

ず
つ
設
置
さ
れ
る
見
込
み
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
想

定
で
は
、
神
奈
川
が
地
下
駅
で
、
建
設
費
約
２

千
５
０
０
億
円
。
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
が
地
上

駅
で
建
設
費
約
４
６
０
億
円
と
な
り
、
こ
の
う

ち
駅
本
体
に
係
る
部
分
の
負
担
（
地
下
駅
２
千

２
０
０
億
円
、
地
上
駅
３
５
０
億
円
）
を
地
元

に
求
め
る
方
針
で
す
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
も
、
３
５
０
億
円
も
の
全

額
地
元
負
担
は
困
難
で
あ
り
、
今
回
の
Ｊ
Ｒ
へ

の
要
望
で
も
適
切
な
負
担
割
合
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
地
元
負
担
の
軽
減
を
図
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
沿
線
の
各
知
事
も
全
額
地
方
負
担
に

難
色
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

東
北
新
幹
線
や
３
月
に
全
線
開
通
し
た
九
州

新
幹
線
、
現
在
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
北

陸
新
幹
線
な
ど
の
整
備
新
幹
線
は
、
国
（
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
）
が
路
線
な
ど
の
施
設
を
建
設
し
、
Ｊ
Ｒ
に

貸
し
付
け
、
Ｊ
Ｒ
は
施
設
使
用
料
を
支
払
う
方

式
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。（
上
下
分
離
方
式
）

　

ま
た
、
建
設
費
は
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備

法
（
以
下
全
幹
法
）
に
基
づ
き
国
や
地
方
の
負

担
と
Ｊ
Ｒ
の
施
設
使
用
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
と
地
方
の
負
担
割
合
は
、
国
（
２
／
３
）、
地

方
（
１
／
３
）
と
定
め
ら
れ
、
全
事
業
費
か
ら

Ｊ
Ｒ
の
施
設
使
用
料
を
引
い
た
額
を
国
と
地
方

が
割
合
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

国
負
担
分
の
財
源
は
、
借
入
金
と
既
設
新
幹

線
譲
渡
収
入
（
東
海
道
、
山
陽
、
東
北
、
上
越

の
各
新
幹
線
の
Ｊ
Ｒ
へ
の
売
却
収
入
の
一
部
）、

公
共
事
業
費
で
賄
わ
れ
、
地
方
負
担
分
に
つ
い

て
は
、
沿
線
都
道
府
県
が
本
線
工
事
費
（
概
ね

建
設
距
離
）
に
応
じ
て 
按 
分
し
負
担
し
ま
す
。

あ
ん

た
だ
し
、
こ
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
地
方
債

（
充
当
率　

％
）
の
発
行
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

90

元
利
償
還
金
の　

％
〜　

％
が
普
通
交
付
税
で

50

70

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
幹
法
で
は
都
道
府
県
負
担
分
の
一

部
を
市
町
村
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
が
路
線
等
主
要
施
設
の
ほ
と
ん
ど

を
自
己
資
金
で
建
設
す
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

と
国
が
路
線
を
建
設
す
る
整
備
新
幹
線
と
で
は
、

費
用
負
担
の
枠
組
み
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
山
田
社
長
は
、
中
間
駅

建
設
費
に
つ
い
て
地
元
自
治
体
と
協
議
を
す
る

意
向
を
示
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
中

間
駅
の
建
設
費
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
沿
線
自

治
体
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

岐
阜
県
は
、
県
だ
け
で
な
く
県
内
市
町
村
も

受
益
に
応
じ
て
負
担
し
て
ほ
し
い
と
の
意
向
を

持
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
協
議
が
行
わ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　

今
後
、
駅
の
位
置
が
決
ま
り
、
地
方
負
担
額

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
中
で
当
市
の
負
担
額

も
決
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
要
望

要望項目（要望書原文）
①ルート・県内駅位置の選定理由の明確化
　　リニア中央新幹線のルート・県内駅位置について、整備計画が

決定された後、速やかに公表するとともに、その選定の考え方を

明らかにされたい。

　　なお、県内駅位置の選定にあたっては、特に在来線との接続お

よび高速道路とのアクセスについて考慮されたい。

②県内駅建設費用の負担軽減
　　県内駅建設費用の全額地元負担は困難であり、適切な負担割合

について協議を行うなど、地元負担の軽減を図られたい。

③総合車両所の岐阜県内への設置
　　東京・大阪のほぼ中間に位置し、開発に適したなだらかな丘陵

地が多い本県に、リニア中央新幹線の整備工場と車両基地からな

る総合車両所を設置されたい。

④リニア開業後のダイヤ編成
　　県内駅利用者の利便性向上を図るため、停車本数の十分な確保

や県内駅と東京間の所要時間の短縮など、ダイヤ編成について配

慮されたい。

⑤県内駅と各地を結ぶ鉄道アクセスの充実
　　県内駅利用者のアクセス利便性を高めるため、県内駅と岐阜・

西濃地域や飛騨地域、長野県木曽・松本方面等を結ぶ中央本線な

ど在来線の所要時間の短縮や列車本数の増加、直通列車の運行な

どに配慮されたい。

⑥リニアを活用した地域づくりへの参加
　　リニアを活かした地域づくりの検討を行っている「リニア中央

新幹線地域づくり研究会」などに参加をお願いしたい。

 
建
設
費
用
の
負
担
軽
減

※１古田知事が会長を務め、県および県内21市町村で構成
（岐阜市、高山市、多治見市、中津川市、瑞浪市、恵那市、美濃加茂市、土岐市、各務原市、可児市、
　飛騨市、下呂市、坂祝町、富加町、川辺町、七宗町、八百津町、白川町、東白川村、御嵩町、白川村）

 
整
備
新
幹
線
に
お
け
る
地
方
負
担

 
リ
ニ
ア
に
お
け
る
地
方
負
担

 
中
間
駅
建
設
費


